
年 連続講座：「バトンをつなぐ 未来につなぎたいもの」

第２回

０からの模索
「地域で健常者と障害者がともに生きるぞ！」

そ の 1 「自立生活支援センター設立以前に取り組んできたこと」

平井誠一さん（自立生活支援センター富山 代表）



共通テーマ：
「バトンをつなぐー未来に

つなぎたいもの」

自立生活支援センター富山
平井誠一

2025年7月13日(日) サンフォルテにて

その1「自立生活支援センター富山」設立以前にとり組んできたもの



障害者を取り巻く時代的背景

・1878年（明治11年）に京都盲唖院が設立され、日本初の盲・聾教育機関となりました。
「京都府立盲唖院」

・ 1909 年に渋沢栄一が千葉県船形町に設立した養育院安房分院は、身体虚弱・病弱児の
ための最初の教育施設でした。また、1921 年に体操教師であった柏倉松蔵が東京市小石川
区大塚仲町に「柏学園」を設立し、日本の肢体不自由教育の始まりとなりました。

・ 1923年（大正12年）には、盲学校及び聾学校令が公布され、盲学校と聾学校の設置が義
務化されました。

・ 1941年に、身体虚弱、知的障害その他心身に障害のある児童で特別の養護の必要が認め
られる者のために学級又は学校を編成することができるようになり、それらの施設は養護
学校または養護学級と呼ばれるようになりましたが、戦局の悪化により実質的な運用には
至りませんでした。

・1947年 教育基本法・学校教育法の公布。（盲学校・聾学校・養護学校（このとき制度
創設）への就学の義務化。ただし重度の障害者に対しては就学免除・就学猶予の措置が執
られ、ほとんどの場合就学が許可されなかった）



• 福祉三法（生活保護法（1946）、児童福祉法（1947）、身体障害者福祉法（1949）、
社会福祉事業法（1951）が制定）（いわゆる福祉三法が、さらに、福祉事業を民間が
行う受け皿として社会福祉事業法（1951）が制定された。）
（戦後の福祉は、傷痍軍人の対応から始まったといわれる。）

• 高度経済成長期 中学生が金の卵と呼ばれた時代
• 1964年 所得倍増計画が打ち出される。
• 1971年～2003年10月「国立コロニー」 施設収容政策が始まる。
• 1979年 養護学校義務化（全員就学を掲げていた）
• 1980年 国際障害者年
• 1986年 労働者派遣法
• 1980年代後半から1990年代にかけて日本企業の海外進出が活発化。（特に、1980年
代後半の円高が、海外進出を後押しする要因となりました。）
• 1989年 養護学校が増え始める。(少子化がいわれるようになる中で)
• 1991年～1993年 バブル崩壊



• 1994年 子どもの権利条約 日本批准（国内法を何も変えずに批准した）

• ＜措置制度から契約制度へ移行＞
• 2000年 介護保険始まる
• 2003年 支援費制度(障害者)
• 2006年 障害者自立支援法
• 2007年 養護学校から特別支援学校制度へ
• 2013年 障害者総合支援法
• 2014年 障害者権利条約批准
• 2016年 相模原障害者施設殺傷事件

安楽死を求める人たちが増えている。



情況
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•



＜公害病や薬害が多かった時代＞

・水俣病・スモン病・イタイイタイ病・排気ガス等の公害。(喘息など）

・森永ヒ素ミルク事件・未網児網膜症事件・薬害サリドマイド事件等

(裁判闘争が多かった）

＜さまざまな運動体＞

・女性解放運動・学生運動・労働運動・部落解放運動・アイヌの運動

・障害者運動：全国障害者解放運動連絡会議（身体・知的・精神・難病・部落・在日）

・全国青い芝の会連合会（脳性麻痺者の会）

・全障研(共産党系：発達保障論)

・障害連(社会党系）



1970年代
駅の風景



1970年代
駅の風景



富山の障害者解放運動の歴史
・1974年～1975年 あおぞらの会発足（｢あおぞらの下、外へ出ようよ」 県下の障害者10
数名が集まる）
・傷痍軍人が大和前で軍歌を流してカンパーをしていた。
・1976年 富山青い芝の会・全国障害者解放運動連絡会議北陸ブロック発足（富山／石川
／福井／新潟）
・吉田さんと全国青い芝の会・障害連・赤堀差別裁判糾弾闘争・日教組教研集会に行く。
・全障連第2回大会から平井が副代表になる。
・1977年 北鉄バス乗車拒否事件（路上駐車1泊2日抗議行動：石川と富山青い芝の会合
同）
・1978年 富山青い芝の会分裂
・施設障害者や在宅障害者が一人生活を始める。（仲間づくり）
・あおぞらの会の活動が下火になっていく。（親睦会をめざすのか、障害者差別問題にと
り組むのか）



• 地元では「どろんこ作業所」を作り、運動体としては「サンの会」を名乗る。地元
では、バザーや蚤の市に出展。養護学校義務化反対の集会や日教組などに働きかけを
行っていた。
（地域社会に入り込み、生活を作って模索。風穴を空けるためのもがき。）

• 1979年 養護学校義務化阻止闘争を担う。
• 1983年～1985年 富山市行政差別照会文章事件確認会と糾弾闘争
当時の富山市生活保護課が「障害者は無謀な要求ばかりして来る。」、「過激派と

くっついて利用しているようだ」ということで、生活保護の不正受給しているという
ことで、富山市と同等の30万の人口規模の全国の市に対して対策をどうしているかを
照会文書として出した。この中に青い芝や部落解放同盟も記入されていた。
この時に問われたこと：①障害当事者の主体性とは何か。②障害当事者の権利とは

何か。③障害当事者の自己責任とは何か。④障害者解放運動とは何か。
• 1985年 全障連富山大会・富山生きる場センターに名義変更する。
（新屋英子さんの一人芝居や部落問題を真宗大谷派のお坊さんたちととり組む。障

害者に部落の人がいたこともある。廃品回収を始める。）
この時に問われたこと：①地域の人たちとの関係作りと拠点作り。②「ともに生き

るための実践と広がり。



• 1990年 平井がアメリカに行った時にアメリカの障害者からの「なぜパソコンを使
わないのか。という突き上げられる。これにより、富山でパソコン通信を立ち上げ、
在宅や施設障害者に打ち込みの仕事を提供する。（国連のNGOで反差別国際運動の理
事に就任して、世界のマイノリティの人権問題にかかわる。平井は、マイノリティの
中の障害者の人権に関わった。）
• 1991年～2015年 富山大学に車椅子の障害者が入学し、バリアフリー化進んでいな
い大学を改革する目的で平井が非常勤講師になる。（富大で車椅子の学生を受け入れ
るための環境整備の予算獲得のため）
• 2000年 NPO法人自立生活支援センター富山 設立
• 2002年 市町村障害者支援事業受託
• 2004年 富山生きる場センターをNPO法人に組み入れる
• 2007年 富山市障害者相談事業受託
• 2008年 富山生きる場センターを地域活動支援センターⅢ型にする
• 2012年 指定特定相談事業所（計画相談）



全国青い芝の会

• 優生思想との闘い
・施設収容政策に反対（府中療育センター闘争）
・朝日湯(川崎市)の銭湯入浴拒否事件（脳性麻痺者の入浴拒否）
・1977年の川崎バス闘争から全国へ
(次ページ ビデオあり）





全国青い芝の会

＜日本脳性マヒ者協会「全国青い芝の会」行動綱領＞

１．われらは、自らが脳性まひ者であることを自覚する。

われらは、現代社会にあって「本来あってはならない存在」とされつつある自らの位
置を確認し、そこに一切の運動の原点を置かなければならないと信じ、且つ行動する。

１．われらは強烈な自己主張を行う。

われらが脳性マヒ者であることを自覚した時、そこに起るのは自らを守ろうとする意
志である。

われらは強烈な自己主張こそ、それを成しうる唯一の路であると信じ、且つ行動をす
る。



１．われらは愛と正義を否定する

われらは愛と正義のもつエゴイズムを鋭く告発し、それを否定することによって生じる
人間凝視に伴う相互理解こそ真の共生であると信じ、且つ行動する。

１．われらは健全者文明を否定する。

われらは健全者の作り出してきた現代文明が、われらの脳性まひ者を弾きだすことに
よってのみ成り立ってきたことを認識し、運動及び日常性生活の中からわれら独自の文化
を創り出すことが現代文明への告発に通じることを信じ、且つ行動する。

１．われら問題解決の道を選ばない。

われらは安易に問題解決を図ろうとすることが、いかに危険な妥協への出発であるか、
身をもって知ってきた。

われらは次々と問題提起を行うことのみが、われらの行いうる運動であると信じ、且つ
行動する。

われらは以上五項目の行動綱領に基き、脳性まひ者の自立と解放を掲げつつ、すべての
差別と闘う。



養護学校義務化阻止闘争
文部省前(1979年1月)



全国障害者解放運動連絡会議(全障連)

• 結成大会では
全障連はすべての障害者差別を糾弾し、障害者の自立と解放のために戦う
これは即ち、第一には障害者差別、第二に優性思想に反対するのを主眼としつつ、障害

者個人の自立と解放のために活動することを表明した。ここでいう「解放」とは、「障害
者への差別・偏見の常識を基盤とした健全者社会」から障害者を解放する」ことを意味す
る。
• 障害者差別とは、①能力主義差別 ②異形に対する差別 ③障害者に対する予断と偏見
④優生思想に基づく差別

・養護学校義務化阻止闘争
（次ページ 1979年1月旧文部省闘争ビデオあり）





全国障害者解放運動連絡会議(全障連)

・養護学校義務化阻止闘争

文部省交渉と就学闘争と教育委員会交渉
・梅谷尚司くんの富雄中学校入学闘争（知的障害）
・金井康治くんの花畑東小学校転校闘争(脳性麻痺）
・石川重明君の飯田小学校転校闘争（未網児網膜症・知的障害）
・森本おりえさんの普通学校転校闘争（視覚障害）
・平本歩さんの人工呼吸器をつけて小中高の普通学校への闘争。



• 勝ち取ったもの：パソコン受験・点字受験・0点でも普通学校へ。

• 反対される理由：①親に言わされているという見方。(本人の意思を認めようとしない）

②障がい児が来ると他の子に迷惑だから。

③障がい児が来ると勉強が遅れる。

・清水市の教育長の発言「この子は、教育の対象ではない。福祉の子だ」

(養護学校義務化以降の発言）

・赤堀差別裁判糾弾闘争

（島田事件とは、1954年3月10日に静岡県島田市で発生した幼女誘拐殺人、死体遺棄事件で
ある。被告人が死刑の確定判決を受けたが、1989年に再審で無罪になった冤罪事件）四大
死刑冤罪事件の一つ（免田事件、財田川事件、松山事件、島田事件）。

・優生思想との闘い

＜旧厚生省の発言と2000年前の福祉施策＞

・社協のヘルパー派遣・生活保護費の他人介護料 月4万円

・1977年厚生省交渉で「1日4時間以上介護のいる者は、施設費に入って下さい」と発言さ
れる。



・公的介護保障を求める運動。

（自薦ヘルパー制度と公的ヘルパー制度）

・地下鉄にエレベーターを付けさせる運動。

・公共交通機関の乗車拒否。（公共のバス・電車に乗せろ全国一斉行動。）

・行政で障害者を雇用せよ。（豊中市に視覚障害者・脳性麻痺者等の運動）

・大原闘争（視覚障害者の鉄道事故）

・生きる場・障害者の拠点作り

・公共の場のバリアフリー化

・ワハハ本舗差別ビデオ事件（視覚障害者のドミノ倒し、差別的方言のお国あて発言）

・丸八綿差別事件（障害者・部落民に布団を売らない）

・飲食店やホテルの入店拒否

・反差別国際運動に参加。1990年

・ドイツ ハダマール障害者強制収容所に行く。1995年



2000年以前の障害者解放運動を振り返って
①傷痍軍人に対する制度・政策が終わり、戦争以外での障害者には「安上がりの
施設収容政策」が2003年まで続いたコロニー政策は終わりました。その間に、更
生指導所や授産施設・福祉工場等が政策として行われてきました。大規模化の施
設は無くなりました。
②1989年頃から起き始めたのは、養護学校が足りないといわれて都会を中心に増
設が始まり、全国的に広がっていきました。この頃から少子化がいわれ初めて、
学校の統合が行われるようになりました。
養護学校のクラス編成は、障害別・能力別・特性別等様々な分け方が行われるよ
うになっていきました。国連の子どもの権利条約を日本が批准しましたが、日本
の教育現場は一向に変わることなく、国連から幾度も指摘されてきました。イン
クルシブ教育が叫ばれるなか、日本の教育は分離・選別教育を進めてきた。
③1970年代から障害当事者が「地域社会で、健常者とともに生きたい」という積
極的な生き方をしてきました。福祉制度が何もない中でたいへんだったけど、今
みたいに逆に制度に縛られることがなかった分、「こうでなければならない」と
いう縛りや押しつけ、制度的な制限がなかったことが良かったと思います。今よ
りも多様な生き方を模索ができていたよう気がします。エレベーター式に引かれ
たレールを選択していく生き方は、ほんとに良いのであろうか。
次回は、1990年以降から現在までの話をします。
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